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本書は，＇fスク、7゚ 'I, マーグリン，センによ，て1972

年にUNIDOより発表された Guidelinesfor Project 

邸 aluation（以下 UNIDOと略す）の解説書であり，

著者は世界銀行のエコノミスト，ジョン• R・ハンセン

博士である。肝者も片文で述べているように，本書はゾ

ロジェクト評価の実務に現在携わっている人やエコ／ミ

ストのために!tかれている。特に，経済学のバックグブ
ウンドのある人にとっては，プロジェクト評価を簡単に

知るのに適した数少ないこの分野(/)解説内であり，人I"l

書として推鳶できる。

本共は， ONIDOのスタンダートな解説をめさしてい

るが， 『アジア経済』本号はフ゜ロジェクト評価の特集号

であるため，本書の内容をここで改め-c紹介すること
は，他の論文の議論とも屯複するおそれがあり，読者に

とってもまた評者にとっても，興味深いことではない。

それゆえ，ト内評では，本苫の内容紹介は最小限にとど

め，概念的な誤解にもとづいて書かれたと思われる本魯

の社会・経済分析0）闘部に焦点を絞り問題点を明らかに

しながら，この点に関連してしばしば混乱が生じている

いくつかの概念の将Pl！を行ないたい。

本書の特徴の一つは，プロジェクト評価の内容を理解

しやすくする！こめに，分析内容を 5段階C")分析，←テ、‘JIィ，

に分けて解説していることである。本書の構成を説明す

る前にまず5段階の分析ステ、ソフ゜にづいて解説しt

う。

第 1ステッフ゜：現実の市場価格を用いて，財務的な私

的利益の計算を行なう。これを財務分析という。

第2ステッフ゜：市場価格に代わって，それを関整した
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紆済価格を用いて，経済的な功率0)，,l算を行なう。これ
を経済分析という。

第3ステップ ：第2ステ J プの分祈をさらに貯詔と泊

費に分類して，貯蓄と泊費を社会的な見地から評価す
7 心 o

第4ステップ：フ゜ロジェクトによる所得増加に対し，

受け手の所祖階層に応じた＇］エイトづけを行ない，所得

分配の影響を分析する。

第 5 ステップ：プロジェクトの投入• I)［出のながにふ

くまれる高級品あるいは基本的に必要な財(basicneeds) 

を，礼云的な視点から再評価する。

第3, 4, 5ステップをそれぞれ仕会・経済分祈とい

つ。

各分析ステ、Iプは，前段陪の分析内容に、、<')かの修

止を加えながら，最終的に第 5段階の分析に到達する。

このしりな民階的た分析力］｝ェt, ［JNIl)（）の第19章かい

第22章までの事例研究で適用されているが，本香では，

それをLり整理された形で諭じている。各分析ステッ，9’

ばそれぞれの異なった次元からプロジェクトの望まし

さを分析ししーいる。プロジェクトの望ましさを1'ijI析する

には， 5段階の分析のうちの一つの分析だけでは不十分

ぐある。

さて，本書は，九つの章と二つの付録とから構成され

ごいる。第 1:f{i:では、プロジェクト評価の分析行般， 5 

段階の各分析の特徴を論じている。第2章では第 1ステ

I プ (')し、わゆる財務分析を愉単に悦明し、第3i;i以後(/)

予備的な内容を論じる。第3, 4章では第2ステップの

経済叫Iiを解説し，第 3章はUNIDOのI以哩を中心に辿

ベ，第4章ではその原理の応用をわかりやすく論じてい

る。第5章け，それ以後に統＜礼云・経済分析を論じ―C

おり，第3, 4, 5ステッ 7゚ の分析と紆済分析とを橋わ

にしす／口章である。この単でえられる所件フロー分析は

H会・経済分析の仙礎になる分析である。第6窄では第
3スナップの貯蓄と消費の坪価を論じ，第 7章では第4

くテ！ J゜の所得分配の分柘、第8咽では第 5ステップに

対応した分析，をそれぞれ論じている。最後の第9章で

は，行役階り）分析数illiの比餃とそcり意叫、）けを統一的に

論じている。

付録の第 1部でい仮想的なプロ、，‘ェクトの数値を用い

て， 5段階の分析に対応した分析数値が紹介されてい

る。付録の第 2部は，プl1ジェクト評価で用いられてい

る専門用語の解説集である。
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本書の概念上の誤りは，第5章の所得フロー分析にあ

る。この誤謬は，財務分析，経済分析，社会・経済分析

の構造上の概念的な誤解によるものと思われる。この

点． しばしば混乱を招きやすいところでもあるので，財

務分析，経済分析，社会・経済分析のフレームワークの

相圧1関連をまず第 1に明らかにしたい。

いま，当該フ゜ロジェクトに参加する経済i1本として，

i｀ロジ」ークトの所有者（以下 7ol1_;ェクトL体と略称す

る），政）付，労働者，顧客，その他のl：体等が考えられ

る。ここで一般に主（本をjと呼ぽう。そして，プロジェ

クトに参加する主体が K個あるとしよう。

財務分析は，プロジェクトに参加する主体が財務上，

いいかえれば，現実のゆがんだ市場価格のもとで，プロ

ジェクトから受ける支出入の影響を分析する。参加する

i似 I)挿煩によって，おのすビプ11ジェクトから受ける

影将は違＇）てくるので，参 /Jili休ごとに分析しなくては

れらなし、3

＼、i:、プロジェクトに参）Jill一るi仇 iに閏する財務分

析I'、経済分析上の “withproject'`ど “withoutproject" 

の状態をそれぞれFJwith (financial situation of entity 

_j with project), F1 without (financial situation of 

entity j without project), EJ with (economic situation 

of entity j with project)，凡 without (economic 

iヽtualionof entity j without project)としよう。ある

捻lJIl_i:｛{,:jに関する財務分tii(F11)とは，

F,11=F1 with-FJ without (1) 

書 評

FA1.·~T; with+EA1-T1 without (3) 

]'..，片ぎ改めることができる。 (3)式は，財務分析が3種類

のターム，すなわち経済分析， ‘‘with’'のときの転移項

目， “without"のときの転移項目とに分解 (decompose)

されることを意味する。 (3)式の第 1項と第 3項は“with"

と“without"のときの市場のゆがみの強さをそれぞれ示

している。市場にゆがみが生じないときには，それらは

セロとなろゥ同様にして，主体jに関する討務分折と経

済分析の苫(/心1J-EAj)が “with’'の転移項目と “with-

out" v'）枢移頃llの差 (T1with<いwithou1)であるこ

とがわかる。

さて，（1),(2),(3)式は，プロジェクトに参加する主体そ

れぞれ (j=1… •••K) に関してすべて成立している。プロ

ジェクトの経済分析とは，プロジェクトの各参加主体に

関する経済分析 (EAj)の和であるので
k 

EA=r; EA, 
J -I 

と定義される。 (3)式より，

k k k 

lら1=区F,1J+I; Ti without-I;九 with
j=l 

k 

(4) 

しなる＂転移項目の定義からこ⑰ without，こ ’l'，with
J二1 j=l 

は，それぞれゼロとなるので，
k 

EA＝こ FAj
J二 1

(5) 

を得る。すなわち，プロジェクトに参加するすべての主

体に関する財務分析の和が経済分析となる。

所得フロー分析 (incomeflow analysiヽ）は， 7Cロジェ

クトに参加する各主体の財務分析 (j=l,・ ・ k) を表に

と正義される。 (1}式の定義を，りきなおせは， したものである。当該プロジェクトに上って，各「体に

凰＝（Fjwith-E]with） どれだけの所t}増加あるいは減少がもたらされたかを分

+ (E1 with-E1 without) 析する。具体的には，(1}式あるいは(2}式，（3}式を適用する。

＋（約 without-FJwithout) (2) さて，社会・経済分析では，プロジェクトによっても

を得る。 (2)式の第 1項と第 3項は，現実のゆがみのある たらされた所得の増加あるいは減少を，各所得階層ごと

市場価格と経済価格との粕であり，それは転移項目 に分けた消費と貯蓄の増減というタームで評価する。

(trans£ er i tern)とも呼ばれる。この転移項目とは，特定 すなわち，ある主体jの限界的な所得の増加（財務分析）

(/）参）JIli体にとっては，収人やK出であるかもしれない lヽ ふ`，上体j(/）限界貯蓄性向Sj，投i筍のツ，ャトウ・ I’'ライ

か、 -11,jの経済全体から杓えると． それらit，当該プ 口 I l" ¥ l , l iいが属する所得階層のウエ 1I、W.Iとする

，クトの社会的費用あるいは1史益の一＇）の単なる分配 ど， tfiヅの所得増加に対する社会的な謹価は、

形他にすぎないと定義される'ii'!)。策 2川の凡 with- WrFA,L(l-S1)+S1•P1N1l (6) 

]~j withoutは， t体 jに関して経済価格で評価した値 となる。当該プロジェクトに対する社会的な評価は，し

であり，これをjに関する経済分析(EA)と呼ぼう。 V‘ たがって

ま，主体jに関する “with’'と“without” のときの転移項

目を Tiwithと九 withoutと書けば， 12)式は，

k 

I; WrFAJ[(l-S1) +SrPINVJ 
j=l 

(7) 
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となる。 16)式あるいは(7)式からわかるように，社会的な はEA=EAJ>が成立するが， 一般的にはこの関係は成立

評価は，消費と貯蓄の増加によって行なわれ，それらの しない。

増加は所得増加の Fふによってきまる。それゆえ， 1折 次に，＜ケース 1>と主つにく同一のプロジェクトで

得7ロー分析は，経済分柏にも必要な分f/iである ({5).rし あるが，リ；＇働巾場の情況が受化した一つのケー人を考え

より）と同時に，社会・経済分析にも必要な分析である。 ょう。

くケース 2> 労働の潜在価格は，＜ケース 1>と同

ill じ26()ルビーであるが，プロジェクトによる支払い賃金

は， 290!レピーとしよう。さらに，彼が以前に働いていた

以卜＾の所得フロー分析の一般的な性関とその意味を則 地域では労働Wi場が十分に機能せず，彼が受けll又9)てい
解するために，次のような簡単な例を考える。 た賃金は，潜在賃金の260ルピーではなく， 270ルビーで

あったとしよう。

くケース 1＞いt,私企業が輸入代秤製品を作る計両

をしているとしよう。その製品の国坑価格が700ルピー ニつのケーベに関して労働者の所得フローを比較して

であり，当該プロ／―’ークトが存在しない場合，その財の みよう。 13)式を両者のケー人に適用しよう。

国内価格も 700)レビーであったとしよう。政府は，当該 ＜ケース 1>では

プロジェクト推進のために，輸入品に対して関税 100Iレ 'TL with=260-260, EAL=260-260 

ピーをかける。したがっ C，国内価格は 8()()Jレピ ーにな 'T,. without=260-公ti{）

る。もしも，外国叫品とInl質の製品を作れげ， Ji該プロ であるので13),¥'.;から，

ジェクトの製品も 8()(）ルピーで販売がIII能である。こu) o~ (260-260) + (261)-凶fi(1)-（260-26(）) 
フ゜ロジェクトでは，中間財に 250ルピ ーを支出するが， を得る。

その経済価格は200ルヒ゜ーであるとしよう。この200,レピ ＜ケース 2>では

ーは，氾加的に中間財を作るのにかかる社会的な費用c- T,. with7_,29()-260, F,,lt,=260-260 

あると解釈される。 l|i場貨金と潜在賃金(shadowwagじ） T,. without=270--260 

は同一で， 260ルピーとしよう。政府は，この企業に租税 したがって，（3）式から，

として20,9レビーを課す。 20= (290-260) + (260-260) -(270-260) 
この例を，プロジェクト主体，政府，労働者，消費者， を得る。

その他の主体の 5t体にわけて財務上の “withproject" ＜ケー人 l>のときにIt,"with"と “without"p山j方

と“withoutproject"を比較しよう。それらの結果を， ともに，‘：り働い市場にゆがみかないので， 1り、移填IIはと

各主体および項目ごとに分類してまとめたのが，下の所 もにゼロとなっている。＜ケース 2>のときには，

得フロー表 (incomeflow table)である。それは，各主 ‘‘without"のときにゆがみが労働市場にあるため，

体に関する財務分析である。 15)式で示したように，各[ TI、withoutil)転移項目が1(）ルピー(=270-26(）)しなる。

体の財務分析の和が，経済分析になるという関係が， ：＇r さらに， “with"のときにも文払賃金にゆがみが（りるの

四つの項目ごとに成ゞ［するし， したが，て各項Hの合，，1 で， T1.withの転移項目が3(）ルピー (=29(）-26(））とな

にも成立し，純便益は240ルピーとなる。このケースで る。

第 1表 1汁得フロー｝；

--260 

゜ヽ→270 240 

IOO 
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すでにふれたように， T withとT withoutは，それ

それの市場におけるゆがみの強さを示していると考えら

れる。市場が十分に機能しているときには，＜ケース1>
(f) tうに、舒済価格［現tの（市場）価格とが一致し，

転移項目はゼロとな心。しかしながら｀ 一般的にはそれ

が成、，f.する（とは限らないのである。

IV 

以上の特徴を持つ所得フロー分析に対して，本書の第

5店では）‘}、いこ1}|）IIするtうな形で，プロジェクト参加

宅体の収益と損失 (gainsand losses)を定義する（本書

の52ページ，12行かr,20行までを引用）。「社会のなかで，

1ヽi該フ゜ロジェクトにtって生じた収益と損失を測定しな

ければならない。これらの収益と損失とは，通常の取引
．．．．．．． 

の場合には，投入物あるいは産出物の市場における支払... 
額と溝在価格との某であるゆがみに等しい。財務的な取

9月の場合には，支払額と受取額とのゆがみに等しいもの

とそれそれ定義される。たとえば，（a）ある労働者のi枠在

貨金を 1日あたり 69レヒ°— ,(b)市場賃金を 1 H101レビー

ど仮定し上う。 (c)もしもプロジェクトが実施されなけれ

ば，この労働者は，おそらく 6ルピーしか獲得できなか

J/'こであア）うかり屑在価格と市場価格のゆがみの 4Iレ

ピーが， このフ゜ロジェクトが労働者に対して与える所得

(/）附加である」（傍、,,',,:は評れによる）。

本書で定義されに収益と損失あるいはゆがみ (distor-

tion)とは，前述の記号を用いれば

収益(1員哭 lりwith-/ら with iSI 

あるいは，

収益(1員失） Ti with (9) 

となる。いいかえれば，収益あるいはゆがみは， “with

project"の転移項目のことである。 7のようなかたちで

定義された収益 (itl失）を用いて，第5章とそれ以後(1)

章の社会・経済分析を進めている。

すでに述べたように，ネ1会・経済分析で用いるべきI祈

得フローは限界的な所得であるので，財務分析から得ら

れなければれらない。 (3)式の分解から明らかなように，

本書で定義された(8)式あるいは(9)式が，財務分析と等し

くなるためには，（i）EAjがゼロ，かつ (ii)T1 without 

がゼロ，という 2種類の条件が成立しなければならな

い。 (i)のEAjがゼロの条件は，プロジェクト主体以外

ではしばしげ成立する条件であるが，＜ケース 1, 2 > 

からも明らかなように，プロジェクト主体に関しては決

書評

して成立しえない条件である（所得フロー表の右端の

EApを参照）。（ii)の条件は， “without"のときの市場に

ゆがみがない，という条件である。＜ケース 2>では，

(ii)の条件は成立していたい。本害でぱ，（8）式，あるいは

!91式で定義された内容を，すべての場合すなわち，（i）と

(ii)の条件が成立していない場合でも，限界所得とみな

して社会・経済分析に適用する（詳しくは、第5章およ

び付録89ページから91ページを参照）。

したがりて，本科の問題点として第 1に指摘すぺきこ

とは、プロジェクト主体以外の参加者に関しては EAj

fコールザロの条件が成セするごとが多いので，（ii)の

T,-withoutイゴー！レゼロか否かが間題となることであ

る。それゆえ，本書の議論は， “withoutproject"のとき

に市場にゆがみがないとぎにのみ有効となる。第2の凋

題点は，プロジェクト主体に関しても，限界所得を得る

ために(8)式を適用していることである。すなわち，＜ケ

ース 1>でいえば 30(=270-240=FAp-£.1p)を用い

ることを意味する。これは，明らかに誤りである。また

指摘する主でもなく， E.化がゼロのプロジェクトはま

ったく意味のないプロジェクトである。

以上，所得フロー分析に関する本料のいくつかの問題

点を指摘してきたが，これらの誤謬は本書にかぎらず，

他にもみられ， しばしば混乱を招きやすい箇所でもあ

心。本化，fで指摘したように，財務分析を(3)式のように

3種類のタームに分解するならば，財務分析イコール転

移項目とずる暗黙の条件どその問題点は明らがになるで

あろう。

本害は，第6章以後の社会・経済分析でもすべて財務

分析イコール転移項目として議論を進めているので，そ

の点は，？スリーギ｛ングといわざるを得ない。しかしな

がら，第 4章以前の経済分析までは，問題はまったくな

いので，プロジェクト評価の経済分析を知るためには，

適したテキストと思われる。第5章以後の所得フロー分

析をふくめた社会・経済分析を読むときには，本稿で指

摘した問題点を！分ふまえて読みずすめる必要があるだ

ろう。

（注 1) 転移平目に口．、ては，たとえばMish皿， E.

J., Cost-Benefit Analysis, ニューヨーク， Praeger,

1976年，第12章参照。

吉川智教（横沢市立人学助教授）
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